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 問 題  

第１問 

財市場における総需要Aが以下のように定式化されている。 

  A＝C＋I＋G 

   【C：消費、I：投資、G：政府支出】 

ここで、消費Cを以下のように定式化する。 

  C＝C０＋CY 

   【Y：所得、C０：独立消費、c：限界消費性向（０＜c＜１）】 

このとき、総需要はA＝C０＋cY＋I＋Gと書き改めることができ、総需要線として下図の実

線AAのように描くことができる。 

下図の45度線（Y＝A）は、財市場で需要と供給が一致する均衡条件を示しており、実線AA

との交点Eによって均衡所得が与えられる。なお、簡便化のために、限界消費性向cは0.75で

あると仮定する。 

このような状況をもとに、下記の設問に答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（設問１） 

政府支出乗数と租税乗数の値として、最も適切なものはどれか。 

 

ア 政府支出乗数と租税乗数はともに４である。 

イ 政府支出乗数と租税乗数はともに５である。 

ウ 政府支出乗数は５、租税乗数は４である。 

エ 政府支出乗数は４、租税乗数は３である。 

E 

総需要 A 

Y＝A 

BB 

AA F 

所得 Y 



 －2－ 

（設問２） 

いま、他の条件を一定として、I＋Gの値が外生的に５増加し、図中の実線AAが破線BBへ

シフトし、点Fで均衡するものとする。このとき、均衡所得の変化量として、最も適切なもの

はどれか。 

 

ア ４   イ 15   ウ 20   エ 30 

 

 

第２問 

 有効需要の原理に基づき、総需要と総供給との関係から均衡ＧＤＰの決定について考えて

みよう。まず、総需要ＡＤが消費支出Ｃと投資支出Ｉから構成されるモデルを想定し、消費

支出と投資支出がそれぞれ、以下のように与えられている。 

Ｃ＝Ｃo＋cＹ 

Ｉ＝Ｉo 

 

Ｃo：独立消費、ｃ：限界消費性向、Ｙ：国内所得あるいはＧＤＰ、Ｉo：独立投資 

 

 いま、下図のように、縦軸に総需要、横軸に国内所得（ＧＤＰ）を表すとすれば、所得水

準とそれに対応して計画された総需要との関係はＡＤとして描かれる。 

 

ＡＤ線の説明として最も不適切なものはどれ

か。 

 

ア ＡＤ線の縦軸の切片は、（Ｃ o＋Ｉo）に等

しい。 

イ ＡＤ線の傾きは限界消費性向に等しい。 

ウ 限界貯蓄性向が小さいほど、ＡＤ線の勾

配はより穏やかになる。 

エ 独立消費が減少すれば、ＡＤ線は下方に

シフトする。 

オ 独立投資が増加すれば、ＡＤ線は上方に

シフトする。 
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国内所得（ＧＤＰ） 


